
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高速道路のサービスエリア（ＳＡ）やパーキングエリア（ＰＡ）内の分煙化の取り組みとして設置が進んでいる

“喫煙コーナー”の素材として、軽量で錆びにくく、デザイン性の高いアルミニウムが貢献しています。ＦＡ向け

アルミ製機器製品および機械装置の設計開発・製造・販売を手がけるＳＵＳ（エスユウエス）株式会社（静岡県

静岡市、代表取締役社長：石田保夫 URL： http://www.sus.co.jp）が製作したアルミニウム製“喫煙コーナー”が、この

ほど中日本高速道路株式会社（ＮＥＸＣＯ中日本）エリア内のＳＡ・ＰＡに３０棟採用されました。 

 

アルミニウムは“軽量”、“錆びにく

い”、“リユース・リサイクル性に優れ

る”、“組立・解体が容易”、“デザイン

性が高い”など、様々な特長を持っ

た素材です。こうしたアルミニウム独

特の特長が注目され、分煙化をより

進めるための視認性の確保や、屋外

設置であることを前提としたＳＡ・ＰＡ

の喫煙コーナーとして採用されまし

た。今回設置した喫煙コーナーは、

アルミニウム押出材をフレームとした

全面ガラス張りの建築物で、素材そ

のもののデザイン性を活かすことで、

喫煙者に喫煙場所がすぐに分かるよ

う配慮しました。またデザイン性のみ

ならず、アルミ素材はリユース・リサイクルが可能で溶接も不要なため、長期的な視点での省エネルギー効果

が期待できます。 

 

自治体の公道や公共施設での分煙化が社会的に広がるなか、ＮＥＸＣＯ中日本でもお客さまの声を受け、

昨年よりＳＡ・ＰＡの分煙化推進事業が進められてきました。アルミニウム製の喫煙コーナー設置は、これまで

簡易ベンチによるすみ分けや鉄骨造の建築物が主流だった喫煙エリアを、より視認性が高く、喫煙者が利用

しやすい環境に変えていくことを目的に計画したものです。今年４月から７月にかけてＮＥＸＣＯ中日本エリア

の主要ＳＡ・ＰＡに３０棟採用されたほか、ＳＵＳでは同エリア内でまだ喫煙コーナーが設置されてないＳＡ・ＰＡ

への採用を目指していく予定です。 

 

地球温暖化問題への対応やＣＳＲ（企業の社会的責任）等の観点から、環境に配慮した事業活動が企業

に求められているなか、環境循環型素材としてアルミニウムが注目されつつあります。ＳＵＳでは今後とも、ア

ルミニウム押出材の特長を活かした構造物や建築物の提案、製造を行っていきます。 

 

報道関係各位                         ２００８年１１月７日 

～サービスエリアにデザイン性の高い喫煙コーナー登場～ 

公共施設の分煙化推進にアルミ製建築物が貢献 

プレスリリース 

本件に関するお問い合わせ 

ＳＵＳ広報チーム：関口（せきぐち）／ 電話 ０３-３２２２-６１７５／ e-mail ：sekiguchi-h@sus.co.jp 



 
 

■アルミ製喫煙コーナー概要 

建築面積 ： タイプA ９㎡ （高さ３１３０mm、幅３０００mm、奥行３０００mm） 

タイプＢ ①６㎡ （高さ２６６０mm、幅３０００mm、奥行２０００mm） 

                  ②４㎡ （高さ２６６０mm、幅２０００mm、奥行２０００mm） 

延床面積 ： タイプＡ：９㎡ 

 タイプＢ：①６㎡ ②４㎡ 

構    造 ： アルミニウム合金造 

設   備 ： 喫煙コーナー 

設 置 数 ： ３０棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

■ＳＵＳ（エスユウエス）株式会社 

【 本 社 】  静岡県静岡市清水区尾羽105-1  

【東京事業所】  東京都千代田区平河町2-1-1 ORIKEN平河町ビル2F 

【事業内容】  FA（ファクトリーオートメーション）向け機械装置およびユニット機器製品の設計開発・製造・販売  

  アルミ製住宅および建築用アルミ構造材の設計開発、製造販売。 

  アルミ製オーダーメイド家具及びアルミ建材の製造販売。 

喫煙コーナー：タイプＡ 喫煙コーナー：タイプＢ 


